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限l乙達した際分規発来し，中毒症と略平行的K軽快
治癒したもので中毒症の発生因子が同時に皮膚にも
働いてこの様な症状を発生せしめたと推定し得た。 
19)骨盤位の分娩障碍
岩津英雄
啓位の骨盤位分拐の分焼経過中，陰裂聞に腎部が
排臨せる状態でj以後の廻施と進行が停止した 1 17~ 
を経験した。 
27才， 2回経産婦で 7月9日早朝より陣痛開始， 
午前 10時全聞大， 12時 30分 Huftbreは第二斜経
迄廻施，骨盤腔に進入，以後， Huftbreが柏々骨盤
縦経に近付いた偉進入と廻施が停止し，収縮輸の挙
上を見た。
、胎児は入院当時より死亡しており。 4100'gの女児
であった。児の巨大な時の帯位分拐に於て挙上せる
児脚が Schieneの如くに児の躯幹に附随って，廻
施進入の副次的妨害をなすことが，古来英系の産科
書に見えている。独系にでも，最近純替位lζ於ける 
gestreckte hochgeschlagene Schenkelが，児』匝
幹の LateraleFlexionの妨害になる事，それが主
因として geburthinderwsとならぬ道が，巨大児
であるとか他の要因に合併する時は Knied. geburt 
kanal rc.て lateraleFlexionが妨げられ，分競停
止が起ると言われている。本例にもか〉る・要因が働
く事大なるものがあったのではないかと考えられ
る。 
20)胞状奇胎，悪性繊毛上皮腫のフリードコン反
応
高見沢祐吉
最近2年間当教室の奇胎・悪蹴患者の尿フリード 
マン反応を調べ，特に繊毛侵入状態とフ反応の関係
を調べた。
1) 胞状奇胎子宮増大度過大で妊娠IlI_.._.JVヶ月は
ホ値がない (10万K.E.)o 山
2) 奇胎分焼後順調に経過せる 11例中 20日以内
に200K.E. (ー)，1となるもの 7例， 30日以内 10例
であったo
3) 奇胎流産正常分焼後症状により摘出した 20
例中繊毛遺残2例はフ反応200K. E.，破奇 11例は
1，OOOK. E. 9例， 10，000K.E. 2例，悪繊 7例は 200
ぬ。而し 5万K.E.以上3例は凡て悪織で死亡し
7こ。 
5) 奇胎・流産後月余に豆り 1，000K. E. (+)の
時は出来る限り手術をする事が良い。 
21)所謂テールチステに就いて
古川金次郎
卵巣腫壌の手術時にテーノレ様の内容を有し所謂テ
ールチステと呼ばれる型のものを見ることがある
が，これは一般には卵巣エンドメトリオーゼそのも
のとして取扱っている様である。併しテールチステ
というのは臨床名で，組織名ではない。卵胞や黄体
の血腫，卵嚢の茎捻，外傷，血管断裂でもテール様
内容を呈することがある。余は 2例のテーJレ様内容
を有する卵巣嚢腫花道遇したので，これについて特
殊な卵巣エンドメトリオーゼか，或は他の一般的な
卵嚢の二次性変化かを組織学的に検索し， Cyto-
genes Gewebeは認め得ないが，腺腔の遺残様石
灰沈着及び Pseudoxanthomzel1enの存在より，卵
巣エンドメトリオーゼではないかと推論した。更に
乙れについての概説を試み，今後日常の診療に於い
て非常に稀なものではないことを強調した。 
22) 19-nortestosteroneの臨尿経験
鈴木義雄
従来 Gestagenとしては Progesterone注及び 
ethisterone経口錠が使用せられて来たが，近時 
19-nortestosteroneが経口的K有効な gestagen
として注目せられる様になっ・7こ。此の nortestos-
terone 中 17α-ethiny1-19-nortestosterone (E. 
N.T.)及び 17α-methyl-19-nortestosterone(M. 
N.T.)を臨床的に応用して次の成績を得た。
切迫流産l乙対しては E.N.T.では 13例中有効 11
例， M.N.T.では 13例中有効 10例であった。基礎 
体温ー相性の長期間無月経患者 8例に投与して，全
例l乙於いて基礎体温は著明氏上昇し，子宮内膜は分 
泌相K変化し;投与中止により基礎体温は急低下す
ると共に数日後に消退性出血を招来した。叉若年性
出血患者2名に投与して長期間持続した頑固な子宮 
出血を数日後に止血せしめ得た。
以上の成績より E.N.T.及び M.N.T.は経口的 
.，[使用して，甚だ有効な gestagenである'と思われ 
K.E.1例， 1，000K.E. 2例， 5万K.E.1例， 10万る。 
K.E.2例である。 
4) フ一反応より病巣の大小，予後は一概に云え
